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֎དྷਫੜ২෺Ωγϣ΢ϒͷੜଶと
ద੾ͳ؅ཧ๏ Ԭࢁେ  ֶେֶӃ

Պڀݚੜ໋Պֶڥ؀

தౢɹՂو

͸͡Ίʹ

২生ޢ岸を࢝めとした水辺྘化に
おいて，ܗ؍ܠ成を特に期଴する場
合，Ֆのඒしさが重要視され，ந水২
物のΩγϣウϒ（I ris pseu dacoru s�-.）
が重要なߏ成छとなってきた（ࡩҪ�
1989）。
ΩγϣウϒはΞϠメՊΞϠメ属の多

年生ந水২物で，自然高は 0.4 ʙ 1.5�
Nにୡする。図 �1 ͼ図ٴ �2 にࣔす通
り，4ʙ 6月には઱ԫ৭のඒしいՖを
࡙かͤてބপやՏ川の沿岸ଳにඒ؍を
૑出する。ࡣ果はஅ໘がほぼܗ֯ࡾを
した 4.0 ʙ 7.5�DN程౓の長ପԁܗを
しており，9ʙ 11 月に成ख़して྾։
し，छࢠをࢄ෍する（֯野�1996��大
ୌ・ੴ�1980ށ）。ळقには新しい෼
げつが出現し，ӽౙ後，य़قには一部
の෼げつからՖܪが৳長し࢝める。繁
৩力はԢ੝で，高い஠ૉ要ٻ性を有す
るため（4VUIFSMBOE�1990），富ӫཆ
化の進んͩ水域環境下でも多くݟ出さ
れる。μムஷ水஑のようにஷ水量の増
ף，に伴って大きく水Ґมಈが生じݮ
水৚݅やס૩৚݅が܁りฦされる水辺
環境でも生ҭすることが可能である
（ඦ瀬�2001）。଱ס性や，水中の஠ૉ・
Ϧϯআڈ（ԕ田�1998）ٴͼ重金属আ
などの水࣭ড়化能（ઙҪら�2006）ڈ
にも優れた特性を有している。地下部
は直ܘ 1ʙ 4�DNのࠜܪを有し，不定
ࠜを地ද໘෇近でϚοτ状に発ୡさͤ
るためޢ岸の土壌ਁ食も཈制できる。
原産はϤʔϩούから中ԝΞδΞで

あり，日本には明治時代にԂܳ২物と
してಋ入され，現在では全国各地の
ؼপ，ため஑，Տ川，水࿏などにބ
化している（֯野�1996��大ୌ・ੴށ�
1980）。世界ではϤʔϩού全土に෼
෍し（4VUIFSMBOE�1990），特にイΪ
ϦスやΞイルϥϯドではՏ川やބপの
水辺྘化にར༻されている事ྫが多い
（高ڮ・近౻�2004）。また，๺ΞメϦ
カ全土，ΞδΞではίʔカαス地方，
γϦΞやγϕϦΞ地方，さらに๺Ξϑ
Ϧカや，ೆ半球のχϡʔδʔϥϯドま
で෼෍が޿がっている（$PEZ�1961��
PSFFDF�1964）。これらの地域の大部
෼が日本と同じように，当初はԂܳ༻
としてಋ入された経緯がある。
日本では全国各地おいて，水辺྘化

に੝んにར༻されてきたが，2005 年
に制定された֎来生物๏において，Ω
γϣウϒは重఺対ࡦ֎来छ（چ要஫ҙ

֎来生物Ϧスτ）にϦスτΞοϓされ
た。૯合的な対ࡦがඞ要とされている
現状では，繁৩特性を೺Ѳし，طଘ܈
མをద੾に؅理するඞ要性がある。

���Ωγϣ΢ϒͷ෼෍֦େ
ժಛੑൃࢠ༩͢Δछدʹ

自然৚݅下におけるΩγϣウϒの෼
෍֦大はछࢄࢠ෍ٴͼࠜܪのӫཆ繁৩
にґଘする。そこで，まずछࢠによる
෼෍֦大をݕ౼するために，ஷଂ৚݅
がΩγϣウϒछࢠの発ժにおよぼすӨ
。した౼ݕについてڹ

	�
�छࢠͷҟͳΔஷଂ৚͕݅ൃժ
͍ͯͭʹڹӨ͢΅ٴʹ

1997 年にԬ山大学ะ場の࠿ഓ܈མ
において，ࡣ果が྾։した直後の 10
月 � 日にछࢠを採取した。छࢠは 10
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Өʣࡱ
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தౢɿ֎དྷਫੜ২෺Ωγϣ΢ϒͷੜଶͱద੾ͳ؅ཧ๏　�

月 2� 日から室温での෩סஷଂ，5ˆ
৚݅下での࣪५ٴͼ෩סஷଂ，野֎で
のຒ土ஷଂの 4৚݅でஷଂし，野֎ຒ
土ஷଂをআく �৚݅はஷଂ։࢝から
1ϲ月までは 6日ຖに，以降は 4৚݅
とも 1ϲ月ຖに 11 回取り出して発ժ
࣮験にࢼڙした。発ժ࣮験はイϯΩϡ
ϕʔタʔ಺でߦい，発ժচの温౓৚݅
はன温 �0ˆ，໷温 2�ˆのม温৚݅と
し，ޫ ৚݅は 12時間日長（�0
000MY）
とした。
図 �� にࣔす通り，発ժ཰が最も高

く推Ҡしたのは野֎ຒ土ஷଂ（地温ɿ
�1.�ˆʙ 25.5ˆ）のछࢠで，ஷଂ期
間が �ϲ月間になると 94.0ˋとଞの
処理۠より有ҙに高く，ଞのどのஷଂ
৚݅よりもٳ຾֮੧が進んͩ。ஷଂ期
間中の発ժは野֎ຒ土ஷଂについての
み認められ，ஷଂ期間 �ϲ月間まで
は 2.0 ʙ 5.�ˋであったが，4ϲ月間
になると 77.�� とܹٸに高まり，以
降は大部෼のछࢠがஷଂ中に発ժし
た。これより，野֎のछࢠは大部෼が
य़期に発ժするが，一部はळ期に発ժ
することも確認した。

	�
�ळظʹग़ժ͢Δछஂूࢠʹ͍ͭͯ

ळ期に出ժする࣮生は自然৚݅下で
もݟ出され，年಺中にある程౓生長し
てӽౙする。ӽౙ後，ཌय़に଎やかに
生長を再։するため，य़期に出ժする
࣮生よりもૣ期に大ܕのݸ体に生長す
る。そこで，छࢠのࡣ果の྾։程౓，
ண生Ґ置，छܕࢠおよͼछൽُ྾の有
無とळ期に出ժするछࢠとの関܎につ
いてௐࠪした。
まず，ळ期に出ժするׂ合を೺Ѳす

るために，1998 年 9 月 19 日に採取
したछࢠについて，水田土壌をॆరし
た 1�10
000B ϫάωルϙοτの地ද
໘へ೻छして野֎にઃ置した。その結
果，大半は結࣮後ཌ年のय़期に出ժ
したが，結࣮後同年のळ期にも 2ʙ
16ˋのׂ合で出ժした。同時に採取
したछࢠについて，イϯΩϡϕʔタʔ
಺で発ժ࣮験を࣮ࢪした結果，׬全に
྾։したࡣ果に残っているछࢠは室温
෩סஷଂでٳ຾性が深かったが，野֎
࣮験における出ժ཰とࡣ果の྾։程
౓との間に相関はなかった。その後，

2000 年から 2001 年にかけて，छࢠ
のண生Ґ置やछܕࢠによる発ժ࣮験を
かで，྾ۇ຾性のࠩはٳ，したがࢪ࣮
։時期によるҧいもগなく，ळ期出ժ
との関連性は௿いとߟえられた。
छ々の発ժ࣮験でळ期出ժをূݕす

る中で，छࢠの採取時にछൽにُ྾を
生じているछࢠのଘ在に気が෇いた。
そこで，2002 年の 9 月から 10 月に
かけて，ࡣ果ຖにछࢠ਺とࡣ果಺発ժ
छࢠ਺（図 �4）をछൽُ྾の有無に
より۠෼してܭଌ後，採取時の未発ժ
छࢠを対৅に発ժ࣮験を࣮ࢪした。そ
の結果，छൽにُ྾（図 �5）を生じ
たछࢠは発ժ（図 �6）の։࢝がૣく，
温৚݅下でも高いྦྷ積発ժ཰߃ˆ�0
をࣔしたため，ळ期出ժに大きくد与
しているとߟえられた。
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੾அยͷӫཆൟ৩ܪࠜ���
ಛੑٴͼ஍্෦מऔॲཧͷ
ੜҭ཈੍ޮՌ
大Ӎなどによる自然的᎟ཚ，מ取

などの؅理作業による人ҝ的᎟ཚが生
じると，ࠜܪはطଘ܈མから੾அさ
れ，水流に৐って֦ࢄ後，ඬணして新
たに܈མをܗ成する。水Ґมಈ౳によ
りׯ཮地にඬணする場合もあるが，ࠜ
૩סが࿐出したܪஅยは大気中にࠜܪ
৚݅下でも�ϲ月間生ଘが可能とされ
（4VUIFSMBOE�1990），再ͼ水Ґมಈや降
Ӎ౳によって生ҭに޷దな水෼৚݅下
におかれると，定ணする可能性もे෼
にある。定ண時は1ݸ体のࠜܪஅยで
あってもཌ年はԢ੝にநଽして։Ֆ結
࣮するため，։Ֆに至るݸ体の֎部ܗ
態をݕ౼した。また，։Ֆ後のछࢄࢠ
෍を཈制するために，時期の異なるՖ
取処理מの੾আ処理ならͼに地上部ܪ
後ཌ年の։Ֆٴͼछࢠ生産をௐࠪした。

	�
�य़قʹ͓͚Δݸମͷ֎෦ܗଶ
ͱ։Ֆͱͷؔ܎ʹ͍ͭͯ

Ԭ山大学農学部ะ場において 2000

年 �月 �0 日に২࠿してܗ成した܈མ
（2.4�Nº1.6�N） か ら 2006 年 � 月
14 日に෼げつ਺が 1ʙ 6本，྘༿਺
が 2ʙ 8 ຕからなるݸ体を 571 体ݸ
採取した。全ݸ体について，0ʙ 45�
H までの新઱重を 5�H ຖに 9 水४で
෼類し，2006 年 � 月 21 日に水田土
壌をॆరしたԘϏ製ϙοτ（಺ܘ 20�
DNº 深さ 50�DN）に ࠿体ずつ২ݸ1
した。։Ֆௐࠪは最初に։Ֆを確認し
た 2006 年 5 月 14 日より໿ 1ϲ月間
ຖ日ߦい，Ֆܪຖに։Ֆ਺をܭଌして
։Ֆ日をه࿥した。
本࣮験にࢼڙした全 571 ，体の಺ݸ

体が։Ֆに至った。図ݸ70 �7 に২࠿
。体཰をࣔしたݸ体の新઱重ผ։Ֆݸ
։Ֆݸ体཰（各水४のݸ体਺に対する
։Ֆݸ体਺のׂ合）は新઱重が 15�H
より重くなるに従って徐々に高まり，
২࠿時に �0�H 以上のݸ体は 76�� 以
上が։Ֆに至った。図 �8 に২ݸ࠿体
の྘༿਺ผ։Ֆݸ体཰をࣔした。྘༿
਺ผの各水४のݸ体਺の෼෍は 4ຕ
を中心としたほぼਖ਼規෼෍に近いܗを
ࣔしたが，։Ֆݸ体཰は 2ຕが最も
高く，྘༿਺が多いݸ体ほど։Ֆݸ体

཰は௿かった。
同じΞϠメ属のϋφγϣウϒ（ I ris 

en sata T h u n b .�WBS.�en sata）の෼げつは
前年のळقに༿਎が 7ຕ以上あれば
Ֆժが෼化し，ཌय़には༿ժよりଠく
大ܕ化する（෌野�1994）。本࣮験の
結果から，Ωγϣウϒは新઱重が 25�
H 以上のݸ体であれば 50�ˋ以上が։
Ֆに至ったため，ϋφγϣウϒと同様
にय़قにՖժを含むݸ体は༿ժのみを
含むݸ体より重い可能性が高く，前年
のळقには྘༿਺が多く生ҭの良い෼
げつであると推定される。また，։Ֆ
に至るݸ体の྘༿਺がগなかったの
は，य़قはՖܪのܗ成にΤωルΪʔを
ॆ࣮さͤるためとߟえられる。

	�
�։Ֆͷ༗ແ͕ੜҭʹٴ΅͢Өڹ
ʹ͍ͭͯ

前߲ 	1
�における։Ֆௐࠪऴྃ後，
২࠿時の新઱重で 20 ʙ �5�H では։
Ֆݸ体が໿半਺を઎めたため，その಺，
無作ҝにܭ 77 ，体ɿ41ݸ体（։Ֆݸ
未։Ֆݸ体ɿ�6）をબൈして，։Ֆ
した 41 にて੾আすࡍを地ܪ体はՖݸ
るՖܪ੾আ処理，未։Ֆの �6 体にݸ

開
花
個
体
率
（
％
）

᪂㩭㔜（J）

個
体
数
（
個
/
供
試
個
体
数
）

㻜

㻝㻜

㻞㻜

㻟㻜

㻠㻜

㻡㻜

㻢㻜

㻣㻜

㻤㻜

㻥㻜

㻝㻜㻜

㻜

㻞㻜

㻠㻜

㻢㻜

㻤㻜

㻝㻜㻜

㻝㻞㻜

㻝㻠㻜

㻝㻢㻜

㻝㻤㻜

㻞㻜㻜

㻜
䇲
㻡

㻡
䇲
㻝
㻜

㻝
㻜
䇲
㻝
㻡

㻝
㻡
䇲
㻞
㻜

㻞
㻜
䇲
㻞
㻡

㻞
㻡
䇲
㻟
㻜

㻟
㻜
䇲
㻟
㻡

㻟
㻡
䇲
㻠
㻜

㻠
㻜
䇲
㻠
㻡

ಶయᩘ 㛤ⰼಶయ⋡

Ŷсϱϳ

開
花

個
体

率
（

％
）

᪂㩭㔜（J）

個
体

数
（

個
/
供

試
個

体
数

）

㻜

㻝㻜

㻞㻜

㻟㻜

㻠㻜

㻡㻜

㻢㻜

㻣㻜

㻤㻜

㻥㻜

㻝㻜㻜

㻜

㻞㻜

㻠㻜

㻢㻜

㻤㻜

㻝㻜㻜

㻝㻞㻜

㻝㻠㻜

㻝㻢㻜

㻝㻤㻜

㻞㻜㻜

㻜
䇲
㻡

㻡
䇲
㻝
㻜

㻝
㻜
䇲
㻝
㻡

㻝
㻡
䇲
㻞
㻜

㻞
㻜
䇲
㻞
㻡

㻞
㻡
䇲
㻟
㻜

㻟
㻜
䇲
㻟
㻡

㻟
㻡
䇲
㻠
㻜

㻠
㻜
䇲
㻠
㻡

ಶయᩘ 㛤ⰼಶయ⋡

Ŷсϱϳ

ਤ��　২ݸ࠿ମͷ৽઱ॏผͷ։Ֆݸମ཰

緑葉数（枚/個体）

開
花
個
体
率
（
％
）

個
体
数
（
個
/
供
試
個
体
数
）

㻜

㻞㻜

㻠㻜

㻢㻜

㻤㻜

㻝㻜㻜

㻜

㻞㻜

㻠㻜

㻢㻜

㻤㻜

㻝㻜㻜

㻝㻞㻜

㻝㻠㻜

㻝㻢㻜

㻝㻤㻜

㻞㻜㻜

㻞㻞㻜

㻞㻠㻜

㻞㻢㻜

㻞㻤㻜

㻟㻜㻜

㻝 㻞 㻟 㻠 㻡 㻢 㻣 㻤

ಶయᩘ 㛤ⰼಶయ⋡

Ŷсϱϳ
ϭ

緑葉数（枚/個体）

開
花
個
体
率
（
％
）

個
体
数
（
個
/
供
試
個
体
数
）

㻜

㻞㻜

㻠㻜

㻢㻜

㻤㻜

㻝㻜㻜

㻜

㻞㻜

㻠㻜

㻢㻜

㻤㻜

㻝㻜㻜

㻝㻞㻜

㻝㻠㻜

㻝㻢㻜

㻝㻤㻜

㻞㻜㻜

㻞㻞㻜

㻞㻠㻜

㻞㻢㻜

㻞㻤㻜

㻟㻜㻜

㻝 㻞 㻟 㻠 㻡 㻢 㻣 㻤

ಶయᩘ 㛤ⰼಶయ⋡

Ŷсϱϳ
ϭ

ਤ��　২ݸ࠿ମͷ྘༿਺ผͷ։Ֆݸମ཰

開
花
個
体
率
（
％
）

᪂㩭㔜（J）

個
体
数
（
個
/
供
試
個
体
数
）

㻜

㻝㻜

㻞㻜

㻟㻜

㻠㻜

㻡㻜

㻢㻜

㻣㻜

㻤㻜

㻥㻜

㻝㻜㻜

㻜

㻞㻜

㻠㻜

㻢㻜

㻤㻜

㻝㻜㻜

㻝㻞㻜

㻝㻠㻜

㻝㻢㻜

㻝㻤㻜

㻞㻜㻜
㻜
䇲
㻡

㻡
䇲
㻝
㻜

㻝
㻜
䇲
㻝
㻡

㻝
㻡
䇲
㻞
㻜

㻞
㻜
䇲
㻞
㻡

㻞
㻡
䇲
㻟
㻜

㻟
㻜
䇲
㻟
㻡

㻟
㻡
䇲
㻠
㻜

㻠
㻜
䇲
㻠
㻡

ಶయᩘ 㛤ⰼಶయ⋡

Ŷсϱϳ

開
花
個
体
率
（
％
）

᪂㩭㔜（J）

個
体
数
（
個
/
供
試
個
体
数
）

㻜

㻝㻜

㻞㻜

㻟㻜

㻠㻜

㻡㻜

㻢㻜

㻣㻜

㻤㻜

㻥㻜

㻝㻜㻜

㻜

㻞㻜

㻠㻜

㻢㻜

㻤㻜

㻝㻜㻜

㻝㻞㻜

㻝㻠㻜

㻝㻢㻜

㻝㻤㻜

㻞㻜㻜

㻜
䇲
㻡

㻡
䇲
㻝
㻜

㻝
㻜
䇲
㻝
㻡

㻝
㻡
䇲
㻞
㻜

㻞
㻜
䇲
㻞
㻡

㻞
㻡
䇲
㻟
㻜

㻟
㻜
䇲
㻟
㻡

㻟
㻡
䇲
㻠
㻜

㻠
㻜
䇲
㻠
㻡

ಶయᩘ 㛤ⰼಶయ⋡

Ŷсϱϳ

開
花
個
体
率
（
％
）

᪂㩭㔜（J）

個
体
数
（
個
/
供
試
個
体
数
）

㻜

㻝㻜

㻞㻜

㻟㻜

㻠㻜

㻡㻜

㻢㻜

㻣㻜

㻤㻜

㻥㻜

㻝㻜㻜

㻜

㻞㻜

㻠㻜

㻢㻜

㻤㻜

㻝㻜㻜

㻝㻞㻜

㻝㻠㻜

㻝㻢㻜

㻝㻤㻜

㻞㻜㻜

㻜
䇲
㻡

㻡
䇲
㻝
㻜

㻝
㻜
䇲
㻝
㻡

㻝
㻡
䇲
㻞
㻜

㻞
㻜
䇲
㻞
㻡

㻞
㻡
䇲
㻟
㻜

㻟
㻜
䇲
㻟
㻡

㻟
㻡
䇲
㻠
㻜

㻠
㻜
䇲
㻠
㻡

ಶయᩘ 㛤ⰼಶయ⋡

Ŷсϱϳ

緑葉数（枚/個体）

開
花
個
体
率
（
％
）

個
体
数
（
個
/
供
試
個
体
数
）

㻜

㻞㻜

㻠㻜

㻢㻜

㻤㻜

㻝㻜㻜

㻜

㻞㻜

㻠㻜

㻢㻜

㻤㻜

㻝㻜㻜

㻝㻞㻜

㻝㻠㻜

㻝㻢㻜

㻝㻤㻜

㻞㻜㻜

㻞㻞㻜

㻞㻠㻜

㻞㻢㻜

㻞㻤㻜

㻟㻜㻜

㻝 㻞 㻟 㻠 㻡 㻢 㻣 㻤

ಶయᩘ 㛤ⰼಶయ⋡

Ŷсϱϳ
ϭ

開
花
個
体
率
（
％
）

᪂㩭㔜（J）

個
体
数
（
個
/
供
試
個
体
数
）

㻜

㻝㻜

㻞㻜

㻟㻜

㻠㻜

㻡㻜

㻢㻜

㻣㻜

㻤㻜

㻥㻜

㻝㻜㻜

㻜

㻞㻜

㻠㻜

㻢㻜

㻤㻜

㻝㻜㻜

㻝㻞㻜

㻝㻠㻜

㻝㻢㻜

㻝㻤㻜

㻞㻜㻜

㻜
䇲
㻡

㻡
䇲
㻝
㻜

㻝
㻜
䇲
㻝
㻡

㻝
㻡
䇲
㻞
㻜

㻞
㻜
䇲
㻞
㻡

㻞
㻡
䇲
㻟
㻜

㻟
㻜
䇲
㻟
㻡

㻟
㻡
䇲
㻠
㻜

㻠
㻜
䇲
㻠
㻡

ಶయᩘ 㛤ⰼಶయ⋡

Ŷсϱϳ

開
花
個
体
率
（
％
）

᪂㩭㔜（J）

個
体
数
（
個
/
供
試
個
体
数
）

㻜

㻝㻜

㻞㻜

㻟㻜

㻠㻜

㻡㻜

㻢㻜

㻣㻜

㻤㻜

㻥㻜

㻝㻜㻜

㻜

㻞㻜

㻠㻜

㻢㻜

㻤㻜

㻝㻜㻜

㻝㻞㻜

㻝㻠㻜

㻝㻢㻜

㻝㻤㻜

㻞㻜㻜

㻜
䇲
㻡

㻡
䇲
㻝
㻜

㻝
㻜
䇲
㻝
㻡

㻝
㻡
䇲
㻞
㻜

㻞
㻜
䇲
㻞
㻡

㻞
㻡
䇲
㻟
㻜

㻟
㻜
䇲
㻟
㻡

㻟
㻡
䇲
㻠
㻜

㻠
㻜
䇲
㻠
㻡

ಶయᩘ 㛤ⰼಶయ⋡

Ŷсϱϳ

緑葉数（枚/個体）

開
花
個
体
率
（
％
）

個
体
数
（
個
/
供
試
個
体
数
）

㻜

㻞㻜

㻠㻜

㻢㻜

㻤㻜

㻝㻜㻜

㻜

㻞㻜

㻠㻜

㻢㻜

㻤㻜

㻝㻜㻜

㻝㻞㻜

㻝㻠㻜

㻝㻢㻜

㻝㻤㻜

㻞㻜㻜

㻞㻞㻜

㻞㻠㻜

㻞㻢㻜

㻞㻤㻜

㻟㻜㻜

㻝 㻞 㻟 㻠 㻡 㻢 㻣 㻤

ಶయᩘ 㛤ⰼಶయ⋡

Ŷсϱϳ
ϭ

O ʹ ���O ʹ ���



����　২ௐ　Vol.53, No.4（2019)

੾அยͷӫཆൟ৩ܪࠜ���
ಛੑٴͼ஍্෦מऔॲཧͷ
ੜҭ཈੍ޮՌ
大Ӎなどによる自然的᎟ཚ，מ取

などの؅理作業による人ҝ的᎟ཚが生
じると，ࠜܪはطଘ܈མから੾அさ
れ，水流に৐って֦ࢄ後，ඬணして新
たに܈མをܗ成する。水Ґมಈ౳によ
りׯ཮地にඬணする場合もあるが，ࠜ
૩סが࿐出したܪஅยは大気中にࠜܪ
৚݅下でも�ϲ月間生ଘが可能とされ
（4VUIFSMBOE�1990），再ͼ水Ґมಈや降
Ӎ౳によって生ҭに޷దな水෼৚݅下
におかれると，定ணする可能性もे෼
にある。定ண時は1ݸ体のࠜܪஅยで
あってもཌ年はԢ੝にநଽして։Ֆ結
࣮するため，։Ֆに至るݸ体の֎部ܗ
態をݕ౼した。また，։Ֆ後のछࢄࢠ
෍を཈制するために，時期の異なるՖ
取処理מの੾আ処理ならͼに地上部ܪ
後ཌ年の։Ֆٴͼछࢠ生産をௐࠪした。

	�
�य़قʹ͓͚Δݸମͷ֎෦ܗଶ
ͱ։Ֆͱͷؔ܎ʹ͍ͭͯ

Ԭ山大学農学部ะ場において 2000

年 �月 �0 日に২࠿してܗ成した܈མ
（2.4�Nº1.6�N） か ら 2006 年 � 月
14 日に෼げつ਺が 1ʙ 6本，྘༿਺
が 2ʙ 8 ຕからなるݸ体を 571 体ݸ
採取した。全ݸ体について，0ʙ 45�
H までの新઱重を 5�H ຖに 9 水४で
෼類し，2006 年 � 月 21 日に水田土
壌をॆరしたԘϏ製ϙοτ（಺ܘ 20�
DNº 深さ 50�DN）に ࠿体ずつ২ݸ1
した。։Ֆௐࠪは最初に։Ֆを確認し
た 2006 年 5 月 14 日より໿ 1ϲ月間
ຖ日ߦい，Ֆܪຖに։Ֆ਺をܭଌして
։Ֆ日をه࿥した。
本࣮験にࢼڙした全 571 ，体の಺ݸ

体が։Ֆに至った。図ݸ70 �7 に২࠿
。体཰をࣔしたݸ体の新઱重ผ։Ֆݸ
։Ֆݸ体཰（各水४のݸ体਺に対する
։Ֆݸ体਺のׂ合）は新઱重が 15�H
より重くなるに従って徐々に高まり，
২࠿時に �0�H 以上のݸ体は 76�� 以
上が։Ֆに至った。図 �8 に২ݸ࠿体
の྘༿਺ผ։Ֆݸ体཰をࣔした。྘༿
਺ผの各水४のݸ体਺の෼෍は 4ຕ
を中心としたほぼਖ਼規෼෍に近いܗを
ࣔしたが，։Ֆݸ体཰は 2ຕが最も
高く，྘༿਺が多いݸ体ほど։Ֆݸ体

཰は௿かった。
同じΞϠメ属のϋφγϣウϒ（ I ris 

en sata T h u n b .�WBS.�en sata）の෼げつは
前年のळقに༿਎が 7ຕ以上あれば
Ֆժが෼化し，ཌय़には༿ժよりଠく
大ܕ化する（෌野�1994）。本࣮験の
結果から，Ωγϣウϒは新઱重が 25�
H 以上のݸ体であれば 50�ˋ以上が։
Ֆに至ったため，ϋφγϣウϒと同様
にय़قにՖժを含むݸ体は༿ժのみを
含むݸ体より重い可能性が高く，前年
のळقには྘༿਺が多く生ҭの良い෼
げつであると推定される。また，։Ֆ
に至るݸ体の྘༿਺がগなかったの
は，य़قはՖܪのܗ成にΤωルΪʔを
ॆ࣮さͤるためとߟえられる。

	�
�։Ֆͷ༗ແ͕ੜҭʹٴ΅͢Өڹ
ʹ͍ͭͯ

前߲ 	1
�における։Ֆௐࠪऴྃ後，
২࠿時の新઱重で 20 ʙ �5�H では։
Ֆݸ体が໿半਺を઎めたため，その಺，
無作ҝにܭ 77 ，体ɿ41ݸ体（։Ֆݸ
未։Ֆݸ体ɿ�6）をબൈして，։Ֆ
した 41 にて੾আすࡍを地ܪ体はՖݸ
るՖܪ੾আ処理，未։Ֆの �6 体にݸ
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தౢɿ֎དྷਫੜ২෺Ωγϣ΢ϒͷੜଶͱద੾ͳ؅ཧ๏　�

ついてはמ取高を 5�DNとして地上部
の෼げつ全体をמ取る地上部מ取処理
をࢪした。։Ֆݸ体のՖܪ਺は全て 1
本であり，Ֆܪ੾আ処理は 2006 年 6
月 �0 日より，地上部מ取処理は 7月
28 日より໿ 1ϲ月ຖに，各 6൓復ず
つ無作ҝにબൈして各 4回࣮ࢪした。
ཌ年の 2007 年 5 月 14 日から 6 月
29 日にかけてՖܪ਺ٴͼ։Ֆ਺をه
࿥し，�8 月 8日にູ࣮ࡣ果਺をܭଌし
た。
ද �1 にՖܪ੾আ処理ٴͼ地上部מ

取処理がཌ年のՖܪ਺，։Ֆ਺ٴͼູ
࣮਺に与えるӨڹをࣔした。Ֆܪ੾আ
処理は，処理の有無ٴͼ処理時期のҧ
いにおいて，ཌ年のՖܪ਺，։Ֆ਺ٴ
ͼູ࣮ࡣ果਺に 5�� 水४で有ҙࠩは
認められなかった。地上部מ取処理に
ついては，מ取らない場合とൺֱして
ཌ年のՖܪ਺に有ҙࠩは認められな
かったものの，։Ֆ਺ٴͼູ࣮ࡣ果਺
が 5��水४で有ҙにݮগした。
Ξイルϥϯドや๺੢ΞメϦカでは，

छࢠがӡՏや川の水流によって෼෍
域が޿められ（$BGGSFZ・MPOBIBO�
1997��3BWFO・5IPNBT�1970）， Ξ
メϦカϞϯタφभではௗに෇ணして෼
෍域が֦大した。σϯϚʔΫでは海流
によるछࢄࢠ෍が可能であることがࣔ
された（+FTTFO�1955）。これらのใ
成ܗམ܈から，Ωγϣウϒの新たなࠂ
を཈制するためには，छࢄࢠ෍を๷͙

ことが最優先であり，։Ֆऴྃ後，ळ
੾আは෼෍域ܪ෍までのՖࢄࢠのछق
֦大を๷͙؅理ख๏として有効であ
る。たͩし，Ֆܪを異なる時期に੾আ
してもཌ年のՖܪ਺，։Ֆ਺ٴͼູ࣮
しなかった。これに対ڹ果਺にはӨࡣ
し，地上部מ取処理は無処理とൺֱし
て，ཌ年の։Ֆ਺やູ࣮ࡣ果਺をݮগ
さͤた。これは，ळقにおける෼げつ
の生ҭ状況がྼり，Ֆժܗ成にӨڹし
たためと推定された。
֎部ܗ態からय़قに新઱重が重く，

྘༿਺のগない෼げつはՖժであるׂ
合が高く，ٯに新઱重がܰく，྘༿਺
が多ければ༿ժである確཰が高いこと
が明らかとなった。また，։Ֆに至ら
ないݸ体はԢ੝な生ҭをࣔす܏向に
あったため，෼げつをמ取ればཌ年の
生৩生長を཈制することが可能であ
る。

���ҟͳΔמऔॲཧʹΑΔ
଱ףਫੑͷݕ౼

Ωγϣウϒと同じ多年生ந水২物の
ώメガϚ（ T yph a an g u stif olia�-.）やϤ
γ（ P h rag m ites au stralis� 	$BW.
�5SJO.�
FY�4UFVE.）の๷আٴͼ؅理について
は，מ取処理による機ց的๷আ๏が
�されており（/FMTPO�et al.�1966౼ݕ�
Ҫ�1991），Ωγϣウϒにおいてもࡩ
機ց的๷আ๏をݕ౼する໨的で，時期

の異なるמ取処理後の଱ף水性をݕ౼
した。
2	1
 と同じطଘ܈མから同日に

126 ഓした。2007࠿体を採取してݸ
年 9 月 7 日に生ҭௐࠪを࣮ࢪ後（෼
げつ਺ 4.��1.2，૲ৎ 60.9�11.0ᶲ，
Ֆܪ਺ 1.0�0.0），水田土壌をॆరし
た 1�5
000�B ϫάωルϙοτに 1 ݸ
体ずつҠ২した。ӽౙժの出現する時
期にあたる 2007 年 9 月 18 日に，全
ての෼げつに対して，地ࡍの 0ᶲ，地
からࡍ 1ᶲ，2ᶲ，�ᶲ，4ᶲٴͼ 5ᶲ
のמ取高で 18 ࢪ取処理をמ体ずつݸ
し，無処理の 18 体をՃえたݸ 7処理
取後は同日中מ。体をઃ定したݸ126
に，全てのמ取高について，ף水深を
地ࡍの 0ᶲ（無ף水），地ࡍから 1ᶲ，
2ᶲ，�ᶲ，4ᶲٴͼ 5ᶲの 6水४とし
て ܭ，水さͤף体ずつݸ� 42 処理 �
൓復をઃ定した。その後，מ取処理か
ら໿ �ϲ月後の 12 月 11 日に෼げつ
਺をܭଌした。
ӽౙ後，2008 年 7 月 28 日に生ҭ

ௐࠪを࣮ࢪした結果，מ取高が 0ᶲٴ
ͼ 1ᶲのמ取処理をআき，מ取高が 2
ᶲ以上の 90 体には෼げつの生ҭにݸ
ࠩ異が認められなかった（෼げつ਺
4.2�1.2，૲ৎ 45.2�5.�ᶲ）。そこで，
生ҭ੝期にあたる 2008 年 7 月 �1 日
に，前年のמ取高 2ᶲのݸ体を地ࡍの
0ᶲ，前年のמ取高 �ᶲ，4ᶲٴͼ 5ᶲ
のݸ体を地ࡍから 1ᶲ，2ᶲٴͼ �ᶲ

ද��　Ֆܪ੾আॲཧ͓Αͼ஍্෦מऔॲཧ͕ॲཧޙཌ೥ͷՖܪ਺ɼ։Ֆ਺͓Αͼູ࣮਺ʹ༩͑ΔӨࠉ1-⾲ڹⰼⱼษ㝖ฎ⌮ࡧࡼ࠾ᆅୖ㒊สྲྀฎ⌮ࡀฎ⌮ᚋ⩣ᖺࡢⰼⱼᩘ㸪㛤ⰼᩘࡧࡼ࠾⛱ᐇᩘ࡟୚ࡿ࠼ᙳ㡪

処理の種㢮 処理ᖺ᭶日 ཯᚟ᩘ

花ⱼษ除処理 ����ᖺ�᭶��日 6 17.5 ±5.5 a 148.� ±10.2 a 69.7 ±11.� a

2006ᖺ7᭶28日 6 16.7 s��6 a 141.5 s���4 a ���7 ±28.2 a

2006ᖺ8᭶25日 6 15.� ±5.0 a 125.2 ±19.6 a 68.� ±9.0 a

2006ᖺ9᭶22日 6 14.5 ±1.9 a ����2 ±27.5 a 75.8 ±15.8 a

無処理 17 14.8 ±5.4 a 129.5 ±18.9 a 77.8 s���4 a

地ୖ㒊ส取処理 ����ᖺ�᭶28日 6 15.� s��9 a ���5 ±16.5 a 42.2 ±12.8 a

2006ᖺ8᭶25日 6 15.7 ±5.2 a 91.5 ±27.8 a 50.7 ±12.4 a

2006ᖺ9᭶22日 6 17.0 ±4.9 a 91.5 ±9.� a 56.� ±8.6 a

2006ᖺ10᭶��日 6 14.8 ±5.5 a 101.� ±12.8 a 57.2 ±15.� a

無処理 6 12.7 ±2.7 a ����7 ±8.9 b 82.7 ±14.7 b

1) ᖹᆒ್sᶆ‽೫ᕪで⾲ࠋࡍ⥆くᩥᏐ࡞␗，ࡣる場ྜに5㸣水‽で有ពᕪ࠶ࡀる࡜ࡇを♧ࠋࡍ

花ⱼᩘ1)㸦本/ಶయ㸧 開花ᩘ1)㸦ಶ/ಶయ㸧 ⛱実᭾果ᩘ1)㸦ಶ/ಶయ㸧
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で，各々 18 取処理を再౓מ体ずつݸ
し，無処理のࢪ 18 体をՃえたݸ 5処
理 90 取後は同日מ。体をઃ定したݸ
中に，前年と同様の 6水४のף水深
として ܭ，水さͤף体ずつݸ� �0 処
理 � ൓復をઃ定した。その後，מ取
処理から໿ �ϲ月後の 10 月 �0 日に
෼げつ਺をܭଌした。
ද �2 にӽౙժ出現期におけるמ取

処理 �ϲ月後のף水深ผの෼げつ਺
をࣔした。ӽౙժ出現期には全処理で
෼げつの再生が認められた。מ取高が
地ࡍの 0ᶲの場合，1ᶲ以上のף水深
では，מ取高が 1ᶲ以上のמ取処理よ
り，再生した෼げつ਺がগなかった。
一方，ӽౙժ出現期のמ取処理前はڙ
した全ࢼ 126 体がݸ 1本ずつՖܪを
有していた。しかし，מ取処理後のཌ
年は，無処理の全 18 体がݸ 1本ずつ
Ֆܪを発生さͤたのに対し，מ取処理
をࢪした 108 を発生ܪ体の಺でՖݸ
さͤたのは，מ取高が 4ᶲٴͼ 5ᶲで，
水深がף 1ᶲٴͼ 2ᶲの 4処理におけ
る各 ܭ体のݸ1 。体のみであったݸ4
ද �� に生ҭ੝期におけるמ取処理

�ϲ月後のף水深ผの෼げつ਺をࣔし
た。生ҭ੝期では，מ取高が௿く，ף

水深が深いほど，෼げつ਺がݮগする
のࡍ取高が地מ，向にあった。特に܏
0ᶲٴͼ 1ᶲのמ取処理では，4ᶲٴͼ
5ᶲのף水深で෼げつの再生が認めら
れなかった。
ώメガϚをמ取りによって機ց的に

๷আするには，生ҭ੝期のෳ਺回のמ
取処理がඞ要とされる。米国では，生
ҭ੝期のՆقにγϡʔτを地ࡍの 0ᶲ
で 2回מ取り，ף水深を 7.6ᶲ以上に
すると，מ取後ཌ年のՆقには 100ˋ
の๷আに成ޭした（/FMTPO�1966）。
Ϥγも水໘下でෳ਺回מ取れば再生
が๷げられる（ࡩҪ�1991）。そこで，
Ωγϣウϒの生ҭ੝期にמ取高とף水
深をஈ֊ઃ定した結果，生ҭ੝期にמ
取高を 1ᶲ以下とし，ף水深を 4ᶲ以
上にઃ定すれば，1回のמ取処理で再
生を๷げることが明らかとなった。
ώメガϚのγϡʔτのמ取後にރ死

に至るメカχζムとして，γϡʔτを
水໘下でמ取ると地下部へのࢎૉڅڙ
がࠔ೉となり，地下ܪの生長力が௿
下することがใࠂされている（4BMF・
8FU[FM � 198�� � 4PKEB・4PMCFSH�
199�）。Ωγϣウϒもמ取高よりף水
深が深い場合，෼げつのמ取໘がף水

し，ࢎૉ֫ಘがࠔ೉となって，再生が
๦げられたとߟえられる。
また，ӽౙժ出現期のמ取処理は，

取高がמ 2ᶲ以上ではཌ年の෼げつ਺
をݮগさͤなかったが，Ֆܪの発生に
ついては著しく཈制さͤることが明ら
かとなった。Ώえに，9月上०のӽౙ
ժ出現期におけるמ取処理は，Ωγϣ
ウϒが重఺対ࡦ֎来छとしてݒ೦され
ている近ԑछとのҨ఻的᎟ཚや，छࢠ
෍による෼෍֦大を๷͙ҙຯで重要ࢄ
である。生ҭ੝期ٴͼӽౙժ出現期の
׆水৚݅を組み合わͤてף取処理とמ
༻すれば，様々な状況にԠじてΩγϣ
ウϒ܈མをద੾かつ効཰的に維࣋する
ことが可能である。
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に日本全土に෼෍が֦大しているط
現在，ࠜઈを๬むߟえは現࣮的ではな
い。Ωγϣウϒ܈མがଞの生物に対し
て与える生態的Өڹについてはࠓ後も
するඞ要があるが，環境ѹの高い౼ݕ
場ॴにおいてमܠを໨的とした྘化が
期଴される場合，Ωγϣウϒは有༻छ
である。Ώえに，ࠓ後の水辺のܗ؍ܠ
成の場໘では，本ڀݚで明らかにした
Ֆժを有するׂ合の高い෼げつを׆༻
して，य़قに২࠿後，։Ֆによるඒ؍
を଎やかに૑出することを推঑する。
։Ֆ後はՖܪを੾আしてछࢄࢠ෍を๷
͙とともに，地上部をՆقからळقに
1回מ取って，ཌ年のູ࣮ࡣ果਺を 5
ׂʙ 8 ׂまでݮগさͤる。ߋなる生
৩生長を཈制するためには，מ取り回
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தౢɿ֎དྷਫੜ২෺Ωγϣ΢ϒͷੜଶͱద੾ͳ؅ཧ๏　7

਺を増Ճするなどݕ౼して，܈མの֦
大を཈制し，その場でڐ༰される܈མ
をద੾に維࣋することが๬ましい。
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ɹいずれもΞϠメՊΞϠメ属の多年૲。ΞϠメは山野のൺֱ的
いたところに生えるが，カΩπόタもΩγϣウϒも日当たס
りのいい࣪地や૲原で生ҭする。ΞϠメのখさいものは �0DN
くらいから，ϊϋφγϣウϒやΩγϣウϒでは 1Nを௒えるも
のも多い。Ֆ৭はࢵߚ৭から੨ࢵ৭，ࢵ，໲や෴ྠの入ったも
のからまれにന৭もある。ৄしくは中ౢՂࢯوの࿦จをࢀরさ
れたいが，ԫ৭のγϣウϒはΩγϣウϒである。
ɹ「়

あ や め

ై」も「ו
かきつばた

ए」も在来で，ݹ
いにしえͼと

人の໨についていたはずで
あるが，「়

あやめ͙さ

়」はατイϞՊの「ו
しΐうͿ

としてສ༿の時代か「ו
らՎにӵまれ，一方，ࢵ৭のՖをつける「Ֆ

はなしΐうͿ

や়「ו়
あやめはな

，Ֆ」はו
「ై

かきつばた

ए」としてӵわれてきた。「ҏ勢物ޠ」の 9ஈ，在原業ฏ
の౦下り。
ɹɹ౜ҥணつつなれにしつましあれば
ɹɹɹはるばる来͵るཱྀをしͧࢥ;
の「かきつはた」をંりࠐんͩՎは高ߍの教Պॻにも取り上げ
られる。

ɹ「Ֆ
はなしΐうͿ

は，近世以降，඼छվ良が進み多様なՖ৭のԂܳ「ו়
඼छが作出されてきたが，ԫ৭系のՖ৭はなく，ԫ৭のՖ়ו
は明治に海֎から࣋ちࠐまれる「Ωγϣウϒ」まで଴たͶばな
らなかった。
ɹ「Ֆ

はなあやめ

়」や「ו়
あ や め

ై」，「ו
かきつばた

ए」をӵみࠐんͩ۟やՎは多い。
それらはみな஥Նのޠقであり，多くの۟がある。Վでも多く
のՎ人がӵっている。そんな中にඨສஐの「チϣίϨʔτޡ༁ɹ
みͩれ൅」というՎूがある。与ँ野থࢠのՎू「みͩれ൅」
をඨສஐ流に解したՎूͩが，その中に「Ֆあやめ」をӵった
Վがあった。そこに 1ट，ԫ৭のବ作をՃえてみた。
ɹɹఉ下ବに水をあやͿむՖあやめ
ɹɹɹ᭔にたら͵力をわͼ͵ɹɹɹɹɹɹথࢠ
ɹɹఉ下ବに᭔を࣋って近ͮけどɹ
ɹɹɹ஑にམちそうあやめは੾れずɹɹɹສஐ
ɹɹఉ下ବにམちそうなほど気になれどɹ
ɹɹɹ஑のԫ়ו᭔とどかずɹɹɹɹɹɹඒ代

ձڠڀݚࡎʣ೔ຊ২෺ௐઅࡒެ）
ฌݧࢼݿ஍ɹਢ౻ɹ݈Ұ

໺Ֆ়וɾ় ɾจ໨ɾҁ໨ɾైו एɾ
ԫ়וʢΞϠϝɾΧΩπόλɾΩγϣ΢ϒʣ
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